
風変わりなタイトルのこの本は、2006年に癌で早世した作家・エッセイストの米原万里が残した唯一の長編小
説です。オリガ・モリソヴナは、主人公の志摩が少女時代を過ごしたチェコスロバキアの首都プラハにあったソ
ビエト学校のダンスの先生です。奇抜なファッションにド派手な化粧で年齢不詳のオリガ・モリソヴナは、およ
そ先生には似つかわしくない罵詈雑言で生徒たちを罵倒しながら、様々な舞踊を伝授してゆきます。大人になっ
た志摩が、この名物教師の謎に包まれた過去を、かつてのクラスメートのロシア人、カーチャとともに解き明か
してゆくのがこの小説の構成です。
1930年代のソ連、1960年代のチェコスロバキア、ソ連崩壊後の1990年代のロシア、さらに日本を舞台にして、

時空を超えた大きな物語が展開されます。スターリンの抑圧体制のもとで過酷な人生を強いられた人々の愛や悲
しみが幾重にも絡まりながら、最後の謎解きへと突き進むのです。悲劇がモチーフですが、暗くて重い小説にな
らなかったのは、軽妙なエッセイで知られる米原万里ならではの手腕でしょう。他民族で賑やかな学校と自由な
子供たちの夢と希望、ユーモアやアイロニーがいたるところに散りばめられています。
内容とは別に、この小説から立ち上がってくる音声言語にも耳を傾けてみてください。オリガ・モリソヴナの

濁声と悪態、少女たちのおしゃべり、手記の朗読、暗記した手紙の紹介等々、登場人物の声が生き生きと聞こえ
てくるでしょう。これは、バイリンガルの同時通訳者であった米原万里のすべての作品に共通する特徴です。
没後10年にあたる昨年は新たなブームが起こり、彼女を偲ぶ出版や回顧展が相次ぎました。さらに万里ワール

ドに踏み込んでみたい人は、「米原万里公式サイト」（http://www.yoneharamari.jp/index.html）を覗いてみて
ください。

黒岩幸子先生（高等教育推進センター）おすすめ図書

「オリガ・モリソヴナの反語法」
米原 万里 著 中央公論新社（2004年）
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Twitter→@ipu_la
Facebook→https://www.faceb
ook.com/ipulib.la


